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JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 4陣 

日本語コミュニケーション・日本文化交流の記録 

対象国：シンガポール、フィリピン 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、シンガポールより大学

生 18 名、フィリピンから大学生・大学院生 17名が、2018 年 10 月 2日～10 月 9日の

日程で来日し、「日本語コミュニケーション・日本文化交流」をテーマとしたプログラ

ムに参加しました。 

 一行は、東京都内での講義を聴講後、国別のグループに分かれ、シンガポール青年

は静岡県を訪問、フィリピン青年は千葉県を訪問し、地方自治体への表敬、関係者、

同世代との交流や意見交換を行いました。また、訪問地の名所の視察、ホームステイ

等の文化体験を通して、日本についての理解を深め、各々の関心事項や体験について

SNS を通じて対外発信を行いました。帰国前の報告会では、訪日経験を活かした帰国

後のアクション・プラン（活動計画）について発表しました。 
 

【参加国・人数】2か国・35 名 （内訳）シンガポール 18 名、フィリピン 17 名 

【訪問地】東京都、静岡県（シンガポール）、千葉県（フィリピン） 

 

２．日程   

 シンガポール フィリピン 

10月2日（火） 来日、オリエンテーション 

10月3日（水） 【日本理解講義の聴講】 

講師：東京外国語大学 ボランティア活動スペースVOLAS  

ボランティア・コーディネーター 木下 理仁 氏 

【先端技術視察】日本科学未来館、【視察】お台場 

10月4日（木） 東京都から静岡県へ移動 

【学校交流】静岡文化芸術大学 

【文化視察】浅草寺 

東京都から千葉県へ移動 

【表敬訪問】流山市 

【文化視察】 

旧吉田家住宅歴史公園 

10月5日（金） 【地域概要の聴講】浜松市 

【文化視察・体験】掛川城、 

お抹茶 

【ホームステイ】対面式 

【学校交流】江戸川大学 

【地域産業・企業視察】 

キッコーマン株式会社 流山工場 

【地域概要の聴講】 

NPO史跡ガイドの会 

10月6日（土） 【ホームステイ】 【文化視察】流山本町 

【地域住民・関係者との歓迎会】 

【ホームステイ】 
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10月7日（日） 【ホームステイ】 

【地域住民・関係者との歓送会】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

【ホームステイ】 

10月8日（月） 静岡県から東京都へ移動 

【文化視察】浅草寺、秋葉原 

【ホームステイ】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

千葉県から東京都へ移動 

【文化視察】明治神宮、原宿、 

秋葉原 

10月9日（火） 【成果報告会】、帰国 

 

３．プログラム記録写真  

【シンガポール・フィリピン】（訪問地：東京都） 

  

10 月 3 日【日本理解講義の聴講】 
10 月 3 日【先端技術視察】 

日本科学未来館 

 

 

10 月 4 日【文化視察】浅草寺 10 月 9 日【成果報告会】 
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【シンガポール】（訪問地：静岡県） 

 

【フィリピン】（訪問地：東京都・千葉県） 

  

10月4日【表敬訪問】流山市 10 月 5 日【学校交流】江戸川大学 

  

10 月 4 日【学校交流】 静岡文化芸術大学 10 月 5 日【地域概要の聴講】浜松市 

  

10 月 5 日【文化体験】お抹茶 10 月 5 日【ホームステイ】対面式 

  
10 月 7 日 

【地域住民・関係者との歓送会】 
10 月 7 日【ワークショップ】 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ シンガポールの大学生 

学校交流が一番印象に残り、日本人との意思疎通は本当に難しいと感じました。それで 

も私たちのグループはうまくいきました。日本人の学生はとても優しく楽しい人たちで 

す。またホームステイも大変印象に残ったプログラムです。日本のファミリーと過ごす 

ことは大変貴重な経験で日本人の習慣や生活様式を間近に見ることができました。見学 

をしながら見ていると日本の生活様式はシンガポールと全く違いました。トイレ、シャ 

ワー、車や食事などがそうです。規律の正しさや多くのことがシンガポールではほとん 

ど見られないと思いました。そして、掛川城では日本の歴史を学びました。茶道では、 

お茶がどのように準備され、また昔の時代には大名や武士にお茶がどのようにふるま 

われていたかを知りました。 

◆ シンガポールの大学生 

講義では日本人が文化をどのように大切にしているかを学び、また文化を比較しなが 

ら、意見を共有しました。日本人と学生交流ができ、最善を尽くして日本語を話せたこ 

とには、本当に感動しました。浜松のマスコット、名所旧跡、食べ物についても浜松の 

講義で学びました。ホストファミリーは優しく思いやりがあり、ホームステイは心温ま 

る経験でした。私たちは互いに文化や社会について語り合い、たくさん笑い、静岡県の 

様々なところを訪問しました。多くの訪問地の中で掛川城は特に美しかったです。 

 

 

10 月 5 日【地域産業視察】 

キッコーマン株式会社 流山工場 

10 月 5【地域概要の聴講】 

NPO 史跡ガイドの会 

 

 

10 月 6 日 

【地域住民・関係者との歓迎会】 
10 月 7 日【ホームステイ】 
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◆ フィリピン大学生 

流山市役所では、流山および日本の社会経済的な状況を知ることができました。流山で

は、マーケティングを使って若い家族にアピールしたことを知りました。ホームステイ

先の家族は、大変親切な方たちでした。日本の日常生活に関して、多くのことを教えて

もらいました。ご家族はとても親しみやすく、皆さんのおかげで日本の滞在を楽しむこ

とができました。今回の経験は非常に有意義なものでした。そして多くのことを学びま

したし、この学びを活かして日本の人々とのより良い相互理解や平和を育んでいきたい

と思います。 

◆ フィリピン大学院生 

ホームステイは一番良いプログラムでした。日本の伝統的な家庭を経験することができ

ました。日本の家族と一緒に過ごせてどんなに幸せで満足したかはとても言葉では表し

きれませんが、将来必ず家族の皆さんと再会したいと思っています。やはり日本は私に

とって一番の国でありますし、これからもそれは同じでしょう。JENESYS に参加してみ

てこのことが更に良くわかりました。これほどまで日本が大好きになるとは思っていま

せんでした。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

 静岡文化芸術大学の学生 
シンガポールの皆さんは、日本に対して高い関心を持っていました。私も「英語の勉強

をもっと頑張りたい、シンガポールについてもっと知りたい」と思うようになりました。

今回の交流を通して、言葉が通じないことで戸惑うのではなく、伝えたいことを伝える

ために諦めないこと、伝える工夫をすることの大切さを学ぶことができました。 

 ホストファミリー（千葉県） 
夕飯を一緒に作り、相互に紹介しながら食べるというのはとても興味深かったです。素

材や調理方法にアジアの共通点があったりして、なるほど、と思いました。訪日団の方

は、スケジュールがぎっしりな中でフリーな時間をもらえたのが良かったようです。軽

くドライブにでかけながら、自分の家庭らしい休日の過ごし方を体験してもらったので

すが、とても楽しそうにされていたので、その姿を見ているこちらもとても楽しかった

です。夜、日本のこと、フィリピンのことを語り合えたことは、貴重な時間でした。 

 ホストファミリー（静岡県） 
シンガポールについて学生から様々なことを教えてもらいました。日本との違いを知る

ことができ、大変有意義なホームステイでした。ムスリムということで、食事やしきた

りに気を使うかと思いましたが、あまり苦労せずに過ごせたので助かりました。マナー、

日本語、社交性等、全てにおいて素晴らしい学生でした。大変楽しい 3日間で、子供た

ちが訪日団と離れる際、とても残念そうで、「もっと一緒にいたい。シンガポールに遊

びに行きたい。」と言っていました。 
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６．参加者の対外発信 

 

 

 

 

 

 

  

（シンガポール学生） 

（初めて乗る新幹線、）静岡まで新幹線

に乗ってきました。すごい（スピード）

です。 

（シンガポール学生） 

静岡文化芸術大学の日本人学生と楽しい

時間を過ごしました。言葉の壁はあった

けど、みなさん親切で話していて楽しか

ったです。また会いたいです。 

 
 

（フィリピン学生） 

訪日２日目は最初に東京外国語大学を

訪問し木下講師のもとシンガポールグ

ループと一緒に文化交流についてのワ

ークショップに参加しました。 

（フィリピン学生） 

訪日５日目は流山駅近くの「Machimin」で

ホストファミリーとの対面式が実施され

ました。ホームステイはとても素晴らし

い体験となりました。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

 

  

【シンガポール】 

・Twitter(@2018jenesys)、インスタグラム(@nyp_jenesys_2018)、YouTube、Padlet

を通じて、訪日経験の詳細説明とともに写真、ビデオを掲載し、訪問の目的、どれほ

ど楽しかったかを、共有します。 

・ほとんどの人が東京や大阪等（有名な場所）しか知らないので、浜松のような場所

の宣伝し、日本の観光促進につなげたいです。 

  

【フィリピン】 

「ファイト日本！キャラバン」の実施 

・フィリピンの各大学で一連のセミナーワークショップを開催します。 

・イロコス・ノルテ州の学生指導者で組織されているイロコス青少年議会に対して行

動計画についての承認を得、パートナーとしての関係を構築します。 

•本プログラムで得た経験や習得したことをもとに独自のセミナーワークショップを

フィリピンの 3つの主要島群の各大学で開催します。 

・同時にソーシャルメディアを通じて成果を共有し次のステップに繋げてゆきます。 

 

 


